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町長の行政報告を
　　　　お知らせします

　八峰町９月議会定例会が９日から17日までの会期で開かれ、町長の行政報
告や一般質問、補正予算の議案審議などが行われました。
　町長の行政報告の中から主なものをお知らせします。

「
環
境
に
や
さ
し
い
住
ま

い
づ
く
り
」に
申
請
多
数

　

環
境
に
や
さ
し
い
住
ま
い
づ

く
り
応
援
事
業
は
経
済
対
策
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
て
７
月
13

日
か
ら
募
集
を
開
始
し
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
予
想
を
上
回
る
早

い
ス
ピ
ー
ド
で
事
業
申
請
が
あ

り
、
８
月
末
に
は
申
請
額
が
予

算
を
オ
ー
バ
ー
す
る
状
態
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
さ
ら
に
実
施
要
望
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
景
気
や

雇
用
対
策
を
ね
ら
い
と
し
た
基

金
を
活
用
し
て
、
町
単
事
業
と

し
て
追
加
実
施
し
ま
す
。

　

４
月
26
日
に
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
発
生
の
報
道
が
な
さ
れ

て
以
来
、
町
と
し
て
も
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
を
設

置
し
な
が
ら
国
や
県
か
ら
の
情

報
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
特
徴

や
予
防
方
法
等
に
つ
い
て
町
民

の
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
て
き
ま

し
た
。

　

今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
は
、
当
初
心
配
さ
れ
て
い
た

強
毒
性
で
な
く
季
節
性
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
類
似
し
弱
毒
性
と

い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
国
内

　

昭
和
63
年
に
岩
館
地
区
で
猿

に
よ
る
農
作
物
被
害
が
確
認
さ

れ
て
か
ら
、
農
家
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
よ
る
追
い
上
げ
や
電
気

柵
の
設
置
な
ど
の
対
策
を
講
じ

て
き
ま
し
た
が
、
数
年
前
か
ら

峰
浜
地
区
に
も
被
害
が
拡
大
し

ま
し
た
。

　

今
年
は
塙
川
地
区
で
、
ハ
ウ

ス
栽
培
の
メ
ロ
ン
や
ト
マ
ト
ま

で
も
荒
ら
さ
れ
、
被
害
は
年
々

深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年

度
の
捕
獲
頭
数
は
、
９
月
７
日

現
在
、檻
に
よ
る
捕
獲
が
19
頭
、

銃
器
に
よ
る
捕
殺
が
22
頭
の
合

わ
せ
て
41
頭
で
、
前
年
度
同
期

の
捕
獲
頭
数
よ
り
11
頭
増
え
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
の
猿
害
対
策
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
昨
年
ま
で

は
檻
に
よ
り
捕
獲
し
た
猿
は
奥

山
に
放
し
て
い
ま
し
た
が
、
炭

酸
ガ
ス
に
よ
る
安
楽
死
装
置
を

導
入
し
て
処
理
し
て
い
ま
す
。

　

電
気
柵
は
３
㎞
分
を
購
入
し

て
、
峰
浜
地
区
３
箇
所
に
７
月

か
ら
設
置
作
業
に
入
り
、
今

猿
害
対
策
を
一
層
強
化

捕
獲
頭
数
前
年
を
上
回
る
ペ
ー
ス

　

８
月
10
日
、
仙
台
管
区
気
象

台
は「
東
北
６
県
は
梅
雨
明
け

と
判
断
で
き
る
時
期
が
な
い
ま

ま
、秋
へ
の
移
行
期
に
入
っ
た
」

と
発
表
し
ま
し
た
が
、
本
町
に

お
い
て
も
７
月
か
ら
８
月
に
か

け
て
ぐ
ず
つ
い
た
天
気
が
続
い

た
こ
と
な
ど
が
影
響
し
、
こ
の

夏
の
海
水
浴
客
は
、前
年
を
４
，

０
０
０
人
下
回
る
５
万
１
，

０
０
０
人
程
度
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
御
所
の
台
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
の
利
用
者
も
３
，

１
６
９
人
と
、
前
年
を
２
６
８

人
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

ハ
タ
ハ
タ
館
の
４
月
か

ら
８
月
末
現
在
の
入
浴
者

数
は
、
６
万
６
，
１
２
３
人

で
、
前
年
と
比
較
す
る
と
３
，

１
７
８
人
、
率
に
し
て
４
．
６

　

能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組

合
で
は
、
平
成
20
年
２
月
の
理

事
会
に
お
い
て
広
域
圏
で
運
営

す
る
施
設
に
つ
い
て
見
直
し
す

る
こ
と
と
し
、
基
本
的
に
各
施

設
が
所
在
す
る
構
成
町
へ
無
償

譲
渡
す
る
こ
と
に
取
り
決
め
し

て
い
ま
す
。

　

本
町
の
対
象
施
設
は「
広
域

青
少
年
の
家
」と「
広
域
峰
浜
野

球
場
」の
２
施
設
で
、
当
該
の

方
針
を
受
け
て
、
事
務
の
委
託

に
関
す
る
規
約
並
び
に
関
連
条

例
の
廃
止
に
つ
い
て
今
議
会
に

上
程
し
ま
し
た
。

　
「
青
少
年
の
家
」は
普
通
財
産

と
し
て
所
管
替
え
し
た
あ
と
解

体
等
検
討
し
、「
広
域
峰
浜
野
球

場
」に
つ
い
て
は
、
正
式
に
無

償
譲
渡
さ
れ
た
後
、
新
た
な
条

例
を
設
置
し
運
営
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
球
場
に
関
し
て
は

今
年
度
の
国
の
経
済
対
策
臨
時

交
付
金
事
業
で
改
修
工
事
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
工

事
概
要
は
球
場
内
野
の
硬
化
し

た
土
の
入
れ
替
え
と
暗
渠
排
水

工
事
が
主
な
も
の
で
す
。
契
約

権
者
は
広
域
圏
組
合
で
あ
り
事

務
決
裁
は
同
組
合
の
様
式
に
則

し
ま
す
が
、
一
連
の
実
務
の
執

行
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
管

理
運
営
を
委
託
さ
れ
て
い
る
経

緯
か
ら
、
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
職
員
３
名
が
広
域
圏
組
合

か
ら
８
月
11
日
付
け
で
併
任
発

令
を
受
け
て
担
当
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

既
に
、
設
計
・
監
理
業
務
は

８
月
19
日
に
業
者
が
決
定
し
、

工
事
入
札
は
10
月
上
旬
、
完
成

は
来
年
３
月
下
旬
の
予
定
と
な

っ
て
い
ま
す
。

海
水
浴
客
は
５
万
１
，０
０
０
人

前
年
を
４
，０
０
０
人
下
回
る

■
八
峰
町
役
場
の
位
置
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

■
八
峰
町
出
張
所
設
置
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

■
八
峰
町
野
生
動
植
物
等
の
保

護
条
例
制
定
に
つ
い
て

■
一
般
会
計
補
正
予
算

　

１
億
３
，５
９
９
万
３
千
円

を
追
加
す
る
も
の

主
な
歳
出

　

環
境
に
や
さ
し
い
住
ま
い
づ

　

く
り
応
援
事
業
補
助
金
、新

　

庁
舎
車
庫
の
建
設
工
事
、子

　

育
て
応
援
特
別
手
当
、町
単

　

農
業
農
村
整
備
事
業
費
補
助

　

金
、新
庁
舎
へ
の
移
転
に
伴

　

う
誘
導
看
板
設
置
費
、災
害

　

復
旧
費
、ポ
ン
ポ
コ
山
株
式

　

会
社
解
散
に
伴
う
残
余
財
産

　
処
分
な
ど

■
特
別
会
計
補
正
予
算

　
八
峰
町
国
民
健
康
保
険
事
業

　
八
峰
町
介
護
保
険
事
業

　
八
峰
町
沢
目
財
産
区

　
八
峰
町
簡
易
水
道
事
業

　
八
峰
町
公
共
下
水
道
事
業

　
八
峰
町
漁
業
集
落
排
水
事
業

■
平
成
20
年
度
一
般
会
計
歳
入

　
歳
出
決
算
認
定

■
各
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　
認
定

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

ご
注
意
下
さ
い

　

４
月
21
日
に
実
施
さ
れ
た
全

国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結

果
が
８
月
27
日
に
文
部
科
学
省

か
ら
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
秋
田

県
の
小
学
６
年
生
は
国
語
と
算

数
全
４
科
目
中
３
科
目
で
、
中

学
３
年
生
は
、
国
語
２
科
目
で

全
国
１
位
と
な
り
、
数
学
２
科

目
も
３
位
の
好
成
績
で
、
３
年

連
続
で
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

本
町
の
児
童
・
生
徒
は
、
今

年
も
ま
た
、
そ
の
秋
田
県
の
平

均
を
上
回
る
成
績
を
収
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

好
成
績
の
背
景
に
は
、
望
ま

し
い
生
活
習
慣
や
学
習
習
慣
が

身
に
つ
い
て
い
る
こ
と
と
、
教

育
現
場
に
お
け
る
学
力
向
上
へ

の
取
り
組
み
と
、
家
庭
や
地
域

が
子
ど
も
達
を
応
援
し
、
教
育

環
境
を
暖
か
く
見
守
っ
て
く
だ

さ
る
こ
と
が
学
力
の
底
上
げ
に

つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
学
校
、
家
庭
、
地

域
の
連
携
を
強
め
な
が
ら
、
町

の
財
産
で
あ
る
教
育
的
土
壌
を

大
切
に
し
、『
教
育
立
町
八
峰

町
』を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。　

全
国
学
力・
学
習
状
況
調
査

本
年
も
好
成
績
を
収
め
る

広
域
峰
浜
野
球
場
が
無
償
譲
渡

改
修
工
事
も
実
施

９
月
議
会
定
例
会
に

提
出
し
た
主
な
議
案

月
中
に
設
置
完
了
す
る
予
定
で

す
。

　

町
猿
被
害
者
の
会
で
は
、
８

月
27
日
、
大
久
保
岱
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー
で
八
峰
町
在
住
の
獣

医
師
今
井
康
仁
氏
を
講
師
に
招

き
、「
八
森
地
区
の
猿
の
生
態
や

猿
害
対
策
」に
つ
い
て
講
演
会

を
開
催
し
た
ほ
か
、
猿
の
一
斉

追
い
上
げ
を
八
森
地
区
で
７
月

18
日
に
、
峰
浜
地
区
で
９
月
５

日
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
猟
友
会
の
協
力
を
い

た
だ
き
、
花
火
弾
に
よ
る
追
い

上
げ
を
八
森
地
区
で
１
回
、
峰

浜
地
区
で
３
回
実
施
し
ま
し

た
。
盆
過
ぎ
か
ら
猿
の
活
動
は

更
に
活
発
に
な
り
、
稲
や
野
菜

の
被
害
が
拡
が
っ
て
お
り
、
今

後
も
檻
に
よ
る
捕
獲
や
銃
に
よ

る
捕
殺
な
ど
猿
害
対
策
を
一
層

強
化
し
ま
す
。

パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
て
お
り
、

収
入
面
で
も
入
浴
料
、
自
販

機
売
上
げ
な
ど
で
落
ち
込
み
が

見
ら
れ
ま
す
が
、
宴
会
、
仕
出

し
、
売
店
部
門
な
ど
が
好
調
な

こ
と
か
ら
、
売
上
合
計
は
前
年

度
を
上
回
り
、
順
調
に
推
移
し

て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
よ
り

一
層
の
経
営
の
合
理
化
と
来
訪

者
に
喜
ば
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
、
町
内
観
光
の
拠
点
施
設

と
し
て
の
役
割
り
を
果
た
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

で
も
、
発
症
患
者
で
基
礎
疾
患

を
持
っ
て
い
る
方
の
死
亡
例
が

報
告
さ
れ
て
お
り
、
専
門
家
が

予
想
し
て
い
た
夏
場
に
お
け
る

小
康
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
全
国

的
に
感
染
が
拡
大
・
流
行
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
か
ら
流

行
時
期
を
迎
え
る
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
応
と
と
も

に
備
え
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い

も
の
で
す
。

　

町
で
は
、
八
峰
町
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計
画

「
第
一
版
」を
策
定
す
る
と
と
も

に
、
能
代
山
本
管
内
で
の
発
生

を
受
け
、
速
乾
性
の
手
指
消
毒

薬
な
ど
の
備
蓄
品
を
町
内
公
共

施
設
に
配
付
し
、
感
染
予
防
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
感
染
拡
大
に
伴
い
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
医
療
体

制
が
、
こ
れ
ま
で
の「
感
染
症

指
定
医
療
機
関
」か
ら「
登
録
医

療
機
関
」へ
変
更
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ら
の
情
報
に
加
え
、

国
県
等
か
ら
の
情
報
収
集
に
努

め
、
町
民
の
皆
様
に
は
適
切
な

情
報
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。


